
 
 
 
平成24年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成23年9月30日) 

 
平成24年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

修正の理由 
 当社は、市川本社工場の譲渡に伴い、川崎重工業株式会社から賃借している袖ケ浦工場（以下「袖ケ浦工場」）に移転す
べく、詳細な現地調査及び移転計画の検討を進めてまいりました。しかしながら、当初想定した以上の既存建物・設備の老
朽化等が判明し、設備計画及び移転スケジュールの見直しを重ねてまいりました。この結果、平成23年10月31日までに生
産設備等の袖ヶ浦工場への移動は完了させるものの、平成23年12月頃より整備が完了した作業ステージから順次稼働さ
せ、平成24年3月中には工場全体を本格稼働させる予定といたしました。 
 なお受注面においては、当第1四半期は新規物件の受注獲得には至らなかったものの、当第2四半期に入り、7月に国土
交通省関東地方整備局並びに中部地方整備局から大型工事を受注いたしました。また8月には千葉県から2件の工事を受
注し、更に鹿児島県の大型工事を落札したことにより、受注量は増加しており、既に前期の受注実績を上回る約34億円の
受注高を確保しております。 
 しかしながら、袖ケ浦工場稼働時期の延期および受注時期の遅れにより、社内生産量が計画に対し大幅に減少する見
込みであります。また、社内生産量の減少による間接費の負担増加および工場稼働開始時期の延期に伴うコストの増加
等により、収益面においても悪化が見込まれます。このため第2四半期累計期間および通期共に、売上高が減少し、これに
伴い営業利益以下の各利益も、前回予想値を下回る見込みとなりました。 
 
当社はこれらの状況を打開するため、更なるコスト削減と受注獲得を最優先課題とし、全社の総力を挙げ取り組んでまいり
ます。 
 
 
※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後
さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成23年5月13日の「平成23年3月期 決算短信〔日本基準〕（非連結）」に
おいて公表いたしました平成24年3月期第2四半期累計期間（平成23年4月1日～平成23年9月30日）および
平成24年3月期通期（平成23年4月1日～平成24年3月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたの
で、お知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,650 △120 △130 △200 △1.16
今回修正予想(B) 2,280 △370 △380 △450 △2.60
増減額(B-A) △370 △250 △250 △250
増減率(%) △14.0 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年3月期第2四半期）

2,775 △439 △516 △1,273 △7.36

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,380 △50 △90 △440 △2.54
今回修正予想(B) 6,200 △350 △390 △740 △4.28
増減額(B-A) △180 △300 △300 △300
増減率(%) △2.8 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成23年3月期）

5,447 △1,711 △1,862 375 2.17


